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【目的・趣旨／概要】 

現在、地球でどんな課題があるのかを認識し、行動するこ

とが一人一人に求められている。当事業では、なすかしの森

ならではの自然体験活動を通して、ＳＤＧｓを体験的に学

び、ＳＤＧｓを身近なものとして認識してもらうことを目的

とする。 

【連携先】 

研修指導員 三村正氏 

 

【参加者】 

≪募集対象≫ 幼児、小・中・高校生を含む家族 

≪実績≫ 6 家族 21 名申込、3 家族 13 名参加（大人 5 名、中学生 1 名、小学生 7 名） 

 

【プログラム概要】 

【9：00～9：30 受付（正面玄関）】 

【9：30～10：00 出会いのつどい（エコルーム２）】 

 本事業のテーマであるＳＤＧｓを大まかに理解し、関心をも

ってもらうことを目的として、ＫＰ法を用いたＳＤＧｓの説明

を行った。①ＳＤＧｓがそもそもどんな世界を目指しているの

か、②ＳＤＧｓを達成するために具体的にどのような目標が立

てられているのかということを中心に参加者に問いかけなが

ら進めた。 

 ＳＤＧｓについての理解度は家族ごとに差があり、すでに知

っている家族や、言葉だけは知っている家族など様々であった

ため、出会いのつどいでＳＤＧｓの概要を説明することで、共

通認識を図ることができた。 

【10：00～11：00 なすかしの森クラフト（エコルーム２）】 

ＳＤＧｓとの関連：「目標 15 陸の豊かさも守ろう」「目標 12 つ

くる責任つかう責任」 

施設内で拾った小枝や松ぼっくり、どんぐりなどを使い木工

クラフトのカレンダー作りを行った。 

作り方を全体説明したのち、あらかじめ用意しておいた完成

品の見本を見てもらい、完成予想図のイメージを持ってもらっ

た。お気に入りの作品を作るために、のこぎりや紙やすりなど

を用いて木の加工に挑戦した子供もいた。また、施設整備で出

た廃材を再利用したことや何年、何十年経っても使えるカレン

ダーをつくったことによって、参加者は繰り返し使うことの大

切さを実感していた。 

【11：00～12：00 俳句イング・ハイキング（わくわく広場）】 

ＳＤＧｓとの関連：「目標 15 陸の豊かさも守ろう」「目標 4 

質の高い教育をみんなに」 
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つどいの広場、わくわく広場などの周辺をみんなでゆったり

と歩きながら、五感を通して秋を題材に俳句を作った。 

ハイキングでは、目で秋を探したり、耳で秋を探したりと五

感を意識した問いかけを工夫した。その結果、参加者はふかふ

かな葉っぱを絨毯に例えて俳句を作ったり、目を閉じて聞こえ

た葉っぱの音で俳句を作ったりした。 

【12：15～13：15 昼食（レストラン）】 

【13：30～15：00 なすかしの森ＳＤＧｓラリー（施設周辺）】 

午前中のプログラムによりＳＤＧｓの 17 の目標を知り、考

えてもらうために館内外に設置したＳＤＧｓポイントを回り、

クイズを解くＳＤＧｓラリーを家族ごとに行った。 

参加者は、ＳＤＧｓのそれぞれの目標と関係のありそうな場所

を予想しながらポイントを探した。家族で相談をしながらクイ

ズを解いていくことで、ＳＤＧｓには、どのような目標が立て

られているのかを知るだけではなく、自分の生活とどう結びつ

いているのかについて考えを深めた。 

【15：00～15：30 わかれのつどい（エコルーム２）】 

家族ごとに各プログラムで作った作品（クラフト、俳句、Ｓ

ＤＧｓマップ）の発表と一日の感想の発表を行った。 

 1 日を通してＳＤＧｓを体験的に学んだことにより、自分の

生活とＳＤＧｓを結びつけて考えるようになったり、ＳＤＧｓ

についてより知りたいと思ってくれるようになったりと参加

者の中での変化が見られた。 

 

【企画・運営上工夫したこと】 

・ＳＤＧｓと自分の生活とのつながりに気づき考えるきっかけとなるプログラムを意識し、企画運

営を行った。プログラムがどの目標とつながっているのかをＳＤＧｓロゴを活用して、視覚的に

とらえやすくした。 

 

【成果】 

・ＳＤＧｓを自分たちの生活と結び付けて考えるきっかけを提供することができた。 

・ＳＤＧｓが何かを知るだけではなく、ＳＤＧｓの実現に向けて行動したいという意欲も育むこと

ができた。 

《参加者の声》 

「ＳＤＧｓは、自分たちがやっていることに少し＋αすれば達成できることが分かった。」 

「これからもＳＤＧｓの目標を達成していきたい。」「ＳＤＧｓのことを詳しく知ることができた。」 

「ＳＤＧｓは社会、世の中に大切。一人一人にも大切。」 

 

【課題と方策】  

・ＳＤＧｓを理解してもらうためにプログラムの導入部分を工夫する必要がある。ＳＤＧｓに関す

る子供向けの資料を収集分析し、子どもが飽きないＳＤＧｓの解説を提供していく。 

・俳句イング・ハイキングやＳＤＧｓラリーを研修支援として実施できるように、団体指導者が分

かりやすく、指導しやすい説明資料を作成する必要がある。 

・ＳＤＧｓポイントとクイズを発達段階に合わせて改良していく必要がある。今後セカンドスクー

ルなどでプログラムを実施し、ＳＤＧｓポイントとクイズの内容の精査を行っていく。 

国立那須甲子青少年自然の家〔作成〕事業推進係主任：湯川 枢 


